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栄養塩（窒素）図 2025年 3月21日調査

調査時間； 7:57～10:05
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2025年 3月21日発行
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兵庫のり研究所兵庫県のり漁場環境情報（神戸市、東浦海域　4　号）

前回値 今回値 平年値 昨年値 水温図

0.20

浦

森

仮屋

岩屋港

1

23

●05 1.4

明石港

垂水 塩屋
須磨

須磨港

●①0.9
●② 0.4
-10m：0.2

●

③0.8
●●●●

●

④0.1

⑤0.7
⑥ 1.0

-10m：1.8

⑦1.4
⑨2.9

●⑥0.2

● ①1.1
-10m：2.1

●

③ 2.0

●
④ 1.9

●② 1.7
-10m：1.7

海域全般に、小型珪藻のスケレトネマが多く確認されます。表層の窒素は、明石海峡付近と神戸沖で概ね１～２μg-at

／Ｌ、神戸地先・東浦地先で１μg-at／Ｌ以下の値となっています。しかし、－１０ｍ層の窒素は一部を除いて１～２

μg-at／Ｌと表層よりもやや高い値となっています。

（水温）神戸地先は平均9.7℃、神戸沖は平均9.6℃、東浦地先は平均9.8℃。
（塩分）神戸地先：31.68～32.39psu。神戸沖：32.21～32.42psu。東浦地先：32.45～32.52psu。
（珪藻）海域全般に、小型珪藻のスケレトネマが多く確認された。明石海峡部と神戸沖では、スケレトネマの発生量は、約400～600細
胞/mlとやや多い状況であったが、神戸地先と東浦地先では1,000～5,000細胞/mlと多く確認された。
また、小型珪藻のスケレトネマの発生量が増加しているため、リンの値も減少していた。

-10m層では、表層同様、海域全般にスケレトネマが多く確認された。
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